
令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト  （県立北本高等学校） 
                                                                                                                     

目指す学校像 生徒一人ひとりの個性を伸ばし、生きる力を地域社会とともに育む学校 
                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

達 
 

成 
 

度 

 Ａ   ほぼ達成  （８割以上）                   ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評 
                      価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて 
                      評価を受けた日とする。   

 Ｂ   概ね達成  （６割以上） 

重 点 目 標 

 
１ 基礎基本を重視し、確かな学力の育成及び体力の向上を図る。  
２ 個に応じた進路指導を充実させ、多様な進路希望の実現を図る。 
３ 自主自律の精神と規律を重んじる態度を育成し、豊かな心を育む教育活動を推進する。 
４ 地域連携事業を推進し、生徒の社会性及びコミュニケーション能力を育む。 

 
 
 
 
 
 

 
出席者  学校関係者               名 
  
              生徒                           名 
  
     事務局（教職員）    名 

 
 
 
 
 
 
 

 Ｃ   変化の兆し （４割以上） 

 Ｄ   不 十 分  （４割未満） 

   
     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

 ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

学    校    自    己    評    価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （２月１日 現在  ） 実施日 令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 
学校関係者からの意見・要望

・評価等 
 
 
 
 
     
 １ 

〈現状〉 

 多くの生徒は授業に前向きに取り

組んでいるが、学習内容の理解や定

着には個人差があり、補充的な支援

を要する生徒もいる。また、1人1台

タブレット端末の環境は整い、授業

の中で日常的に活用されている。 

〈課題〉 

ICTを活用した授業実践の共有と教

員間の連携を進めると共に、基礎学

力の定着に向けた教育課程の見直し

と継続的な授業改善が必要である。 

 
 
 
 
生きる力
と確かな
学力の定
着 

①主体的・対話的で深い学びを意識した授

業実践と授業研究を通して、教員の授業力

を向上する。 

②学習状況に応じたユニバーサルデザイン 

の授業を行い、基礎学力の定着に支援を行 

う。 

③1人1台タブレット端末の効果的な活用事 

例を共有し、授業改善につなげる。 

④DXハイスクールの取組を生かし、デジタ 

ル活用による学びの充実を行う。 

①②生徒アンケートにおいて、「授業

に意欲的に取り組んでいる」「授業内

容を理解している」「基礎学力の定着

や向上が見られる」と回答した生徒の

割合が９０％以上であるか。教員アン

ケートで「基礎学力向上のために授業

や指導を工夫して行っている」が１０

０％であるか。 

③各教科の授業において、タブレット

端末が学習の理解促進に有効に活用さ

れているか。 

④デジタル人材の育成を意識した取組

を計画的に実施することができたか。 

  
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 ２ 

〈現状〉 

学年ごとに計画的な進路指導が行

われており、多くの生徒が自らの希

望や適性を踏まえて進路を考えてい

る。 

〈課題〉 

進路のミスマッチ防止を含めた個

別支援の充実を図ると共に試行錯誤

を通して進路意識を深め、最終的な

進路目標から逆算した指導をキャリ

ア教育として組織的に展開する必要

がある。 

 
 
個に応じ
た進路指
導の充実
と保護者
との連携
強化 

①早期から系統的な進路指導を行い、生徒

の希望や適性に応じた進路選択の支援を行

う。 

②進路行事等を通して、生徒が試行錯誤し

ながら将来を考える機会を設け、進路意識

を高める。 

③教職員間で指導の視点を共有し、学校全

体でキャリア教育として進路指導を推進す

る。 

①希望や適性に応じた進路指導が行わ

れているか。 

②生徒が主体的に進路を考える機会が

確保されているか。 

③組織的なキャリア教育として進路指

導が行われているか。 

    

 
 
 
 
 
 
 ３ 

〈現状〉 

多くの生徒は落ち着いた学校生活

を送っているが、基本的生活習慣の

定着が不十分な生徒も見られる。頭

髪に関する指導は一定の成果があり

、交通安全指導も継続して実施して

いる。 

〈課題〉 

生徒の多様性を尊重し合う態度を

育成するとともに、SNS等に関するル

ールを主体的に守り、適切に発信す

る力を高めていく。交通安全のルー

ルも主体的に守らせる必要がある。 

 
規範意識
の向上と
主体性の
育成 

①基本的生活習慣の確立を促す指導を継続 

し、生徒が落ち着いて学校生活を送れる環 

境を整える。 

②校則やルールの意義を理解させ、生徒が 

主体的にルールを守る態度を育成する。 

③SNS等の適切な利用に関する指導を行い、 

責任ある情報発信力を育成する。 

①基本的生活習慣や規範意識が身に付

いているか。 

②主体的にルールを守る姿勢が育成さ

れているか。 

③SNS等を適切に利用できているか。 

    

個に応じ
た支援の
推進と組
織的な体
制づくりの
充実 

④多様性を尊重する指導を通して、互いを 

認め合う人間関係づくりを推進する。 

⑤スクールカウンセラー・SSW・地域福祉機 

関と連携した定期的なケース会議を実施し 

生徒一人ひとりの背景や特性に応じた個別 

の支援計画等を作成する。 

④ 多様性を尊重する学校風土が形成

されているか。 

⑤ SC等の外部教育力を活用した支援

が行われているか。 

  

 
 
  
 
 
 
 
 
 ４ 

〈現状〉 

KISEP等の地域交流事業に継続して

取り組み、地域と連携した教育活動

が行われている。生徒募集も一定の

成果が見られ、分校とは学校行事を

中心に連携している。 

〈課題〉 

教員の負担に配慮しながら地域連

携事業及び生徒募集を精選・効率化

するとともに、コミュニティ・スク

ールへの転換を新たな取組として進

め、本校の特色や魅力を効果的に外

部へ発信する必要がある。あわせて

、分校との連携を深め、共に学ぶ教

育環境の充実を図ることが求められ

る。 

 
 
地域交流
の推進 

①新規にコミュニティ・スクールへの転換 

を進め、生徒の学習成果や教育活動を地域 

と共有し、学校運営への参画を促す。 

②地域人材や関係機関との連携を活用し、 

生徒が地域と関わりながら学ぶ機会を充実 

させる。 

 

①コミュニティ・スクールの仕組みを

活用し、保護者や地域関係者が学校運

営や教育活動に参画する機会を設ける

ことができたか。 

②地域関係機関や大学等と連携・情報

共有を行い、生徒の学びにつながる地

域交流や高大接続が推進できたか。 

 

    

 
 
本校魅力
の発信に
伴う効果
的な広報
活動 

③学校説明会等の内容や手法を精選・工夫 

し、本校の魅力を最大限に引き出した情報 

発信を行うことで、学校の特色を広く周知 

する。 

④分校との連携を継続・発展させ、行事や 

教育活動を通して共に学ぶ環境づくりを進 

める。 

③学校説明会等への参加者数が増え、

HP・SNS・メール配信等を通じた情報

発信の効果が高まったか。 

④分校と定期的な情報共有を行い、行

事や教育活動において継続的な交流が

行えたか。 

  
 
 
 


